
 

令 和 ４ 年 ９ 月 １４ 日 

中部地方整備局 飯田国道事務所 

 
 
 
 

 

 

 

 国道１９号桜沢改良が令和３年１１月２８日（日）に開通し、冬季と梅雨期が 
経過し、下記の整備効果を確認しましたので公表致します。 
 
＜整備効果＞ 

〇交通状況の変化 

旧国道１９号を通行していた交通の９９％が桜沢改良区間へ転換！ 

〇安全性・信頼性の高いネットワークの構築 

 災害時の通行止めが無くなり、安全性・信頼性の高いネットワークを構築！ 

〇安全な交通の確保 

 線形不良区間の回避により、交通事故発生が減少し、安全な交通を確保！ 

〇沿線の生活・交通環境の改善 

 夜間大型車交通量が大幅に減少し、地域住民の生活環境改善に寄与！ 

 ウォーキングをする観光客の交通環境の改善に寄与！ 
 

２．記者発表資料 配付先 

中部地方整備局記者クラブ、長野県会見場、塩尻桔梗ヶ原記者クラブ 

３．お問い合わせ先 

国土交通省 中部地方整備局 飯田国道事務所 

副所長 市川 英敏 （いちかわ ひでとし） 

計画課長 稲本 恵一 （いなもと けいいち） 

TEL ０２６５－５３－７２００ （代表） 

メールアドレス cbr-ch-densi@mlit.go.jp 

ホームページ https://www.cbr.mlit.go.jp/iikoku/ 
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国道１９号桜沢改良の整備効果 

～バイパスにより安心・安全な交通を確保～ 



い い だ か

別紙１

起点側坑口部（R4.8撮影）

別紙１

国道１９号 桜沢改良の事業概要国道１９号 桜沢改良の事業概要

■桜沢改良は、防災課題箇所の回避や交通安全を目的とした、長野県塩尻市大字

贄川から長野県塩尻市大字宗賀に至る延長2.1kmの改良事業です。

■平成19年度に事業化し、令和3年11月28日に全線開通となりました。

至）名古屋

■桜沢改良の位置図
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開通後の交通状況開通後の交通状況

■令和3年11月28日の開通後、旧国道19号を通行していた交通の99％が、桜沢改良区
間へ転換しています。
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■開通前後の利用割合

旧国道19号の状況

開通後の利用状況
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防災課題箇所

さくらざわ

旧国道19号区間
桜沢改良区間

桜沢改良区間へ
交通が転換

【調査日】
開通前：令和3年11月16日（火）7時～翌7時
開通後：令和4年7月7日（木）7時～翌7時

10,200台/日
交通量調査結果（R4.7.7（木）7時～翌7時）

（R3.11.28撮影）
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（R3.11.28撮影）
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■桜沢改良の位置図

■開通前後の状況
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■旧国道19号区間の課題箇所

別紙３

安全性・信頼性の高いネットワークを構築安全性・信頼性の高いネットワークを構築

整備効果①整備効果①

写真①：大出水・冠水/土石流発生(H18.7)
約４時間全面通行止め

■旧国道19号の区間には、土石流、雪崩等の道路災害の危険要因がある箇所が、
7箇所存在します。

■過去には、土石流や大雪による雪崩等により全面通行止めが発生していました。
■また当該区間には並行する迂回路がなく、災害発生時の医療施設への搬送は、広

域的な迂回をする必要がありました。
■開通後、2月に大雪がありましたが通行止めはなく、医療施設への搬送経路が確保

され、安全性・信頼性の高いネットワークが構築されました。

H10.1
雪崩発生

H13.2
雪崩発生

擁壁：道路と近接

H18.7
土砂災害

（写真①）

H13.1
雪崩発生

雪崩：過年度被災岩石崩壊：落石

H26.2
雪崩発生

（写真②）

写真②：大雪による雪崩発生(H26.2)
約27時間全面通行止め
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国道19号 桜沢改良 延長2.1km
令和3年11月28日開通
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■過去の災害履歴

(件)

出典：飯田国道事務所資料（H10～R4）

（H10.1～R3.11） （R3.12～R4.6）

【医療施設への搬送経路】

擁壁：河川水による影響擁壁：石積変状防災盛土：変状防土石流：過年度被災

■旧国道19号区間の災害履歴と開通効果
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第3次救急医療施設
相澤病院

■開通後の状況

【通行止め実績】（桜沢改良及び並行区間）

【開通後の積雪状況】

災害発生箇所

土石流、雪崩等の
道路災害の危険要因が
ある箇所

至）松本
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至）名古屋

至）松本

（R4.2.27 木曽広域消防本部ヒアリング）

21
42

21
58

22

61

7 5 13 14

191

35

0

50

100

150

200

R
1
.1

2
R

2
.1

R
2
.2

R
2
.3

R
2
.1

2
R

3
.1

R
3
.2

R
3
.3

R
3
.1

2
R

4
.1

R
4
.2

R
4
.3

開通

出典（積雪状況）：塩尻市 気象情報 ※日最大積雪深の合計
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楢川地区

通行止め発生時には、国道19号に並行する迂回路はないため、
伊那方面からの迂回を余儀なくされる

約60分

【消防署の声】
・災害時に迂回を強いられたり、搬送

先病院の選択肢が減ったりすること
がないという安心感があります。

桜沢改良区間

約80分

R1.12～R4.3で
最大の積雪量

高速道路利用
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別紙４

安全な交通の確保安全な交通の確保

整備効果②整備効果②

■旧国道19号区間の事故発生箇所

■旧国道19号の区間には、線形不良箇所※が存在し、衝突事故や追突事故等が多く発
生し、事故に伴う交通規制も実施していました。

■また冬季には路面凍結によるスリップ事故も発生しています。

■桜沢改良の開通後、線形不良区間を回避することができるようになり、事故発生件数
が減少し、安全な交通が確保されました。

線形不良区間 線形不良区間 線形不良区間線形不良区間

線形不良箇所

事故発生箇所

（H14～R4）

うち死亡事故

出典：事故データ：事故状況図・飯田国道事務所資料（H14～R4）
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国道19号 桜沢改良 延長2.1km
令和3年11月28日開通

【地域住民の声】
・雨や雪や路面凍結により、大型

車のスリップが発生したり、バイ
ク事故で死亡者が出ることもあ
りましたが、開通後はそのよう
な不安がなくなりました。

・この冬は雪も多かったですが、
通行止めもなく当たり前に通行
できるようになりました。

■開通前後の交通事故件数

旧国道19号での
事故は開通後ゼロ

出典：飯田国道事務所資料（H30.4～R4.4）

(件)

※曲線半径100m未満のカーブがきつい箇所

直線部 曲線部

（R4.4.27 地域住民ヒアリング）至）松本

至）名古屋

■交通事故発生状況
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■旧国道19号の事故分類と交通規制件数

（件)

通行注意 片側交互通行

出典：飯田国道事務所資料（H30.4～R4.3）出典：事故データ（H14～R4）

１

衝突
68％

その他
20％

衝突、追突事故
の割合が全体の約8割

【事故分類】 【規制回数】

■冬季に発生した事故の例

１ 路面凍結によるスリップ事故

・路面凍結により、大型車の
スリップ事故が発生

・片側通行規制を実施

開通前 開通後
（H30.4～R3.11） （R3.12～R4.4）

※桜沢トンネル内での
前方安全不確認による
接触事故

追突
12％

開通

開通後の
規制回数はゼロ



■旧国道19号区間の民家連担状況

別紙５

沿線の生活・交通環境の改善沿線の生活・交通環境の改善

整備効果③整備効果③

【地域住民の声】
・中山道のウォーキングを楽し

む観光客も多いですが、大型

車がいなくなったため、より安

全にウォーキングを楽しめる

と思います。

■旧国道19号には民家が連坦しており、地域住民の生活道路として旧国道19号が利用
されています。

■旧国道19号の12時間交通量（夜間）は約2,400台であり、大型車混入率が40％以上
（長野県平均29％）でしたが、開通後は交通が桜沢改良区間へ転換したことにより、
地域住民の生活環境や、ウォーキング等の観光客の交通環境が改善しました。

民家連担地区

民家の近傍を走行する大型車

桜沢地区片平地区
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国道19号 桜沢改良 延長2.1km
令和3年11月28日開通

１

ウォーキング中の観光客

ツアー名 催行
月

桜沢を通過する
行程の発着地

街道を歩く2022 9月 贄川駅→洗馬駅

中山道をあるく 9月 塩尻→藪原

日本遺産・中山
道木曽路街道
歩き

4月 日出塩→木曽平沢

（R4.6.24撮影）

【12時間交通量（夜間）】

断面①

■旧国道19号（断面①）の交通量と大型車混入率

【大型車混入率（夜間）】

（R4.4.27 地域住民ヒアリング）
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奈良井駅

・中山道木曽路を数日に
分けてウォーキング

・贄川宿や奈良井宿と
いった木曽11宿や、寺
社・資料館へ立ち寄りな
がら、中山道を歩く

19

桜沢改良に並行する
旧国道19号が
ウォーキングコース

「是より南 木曽路」の碑

贄川関所・木曽考古館

贄川のトチ

道の駅 木曽ならかわ

道の駅 奈良井 木曽の大橋
至 薮原

▼奈良井宿

本山神社

■旧国道19号の大型車交通量

【ウォーキングコース】 【ツアー概要】

■中山道のウォーキングツアー実施状況
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60％

40％

大型車交通量が
開通前に比べ
大幅に減少

開通後
（R4.7.7）

奈良井宿

※ は木曽11宿●●宿

贄川宿

１

（R4.4.27 地域住民ヒアリング）

【地域住民の声】

・桜沢改良ができて旧国道19号

を大型車が通行することがな

くなり静かになりました。

開通前
（R3.11.16）

小型 大型 （撮影：桜沢改良整備前）


